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□ 目的（工事概要） 

本報文では、現場施工計画における 3D・VR モデルの活用について、3 つの工事現場の事例を挙げて報告する。 
工事１：「下水道排水施設工事（柏井第 2雨水１号幹線 30-1 工区）」 

工事２：「R1 国道 51 号神宮橋架替鹿嶋側橋梁下部工事」 

工事３：「R2 国道６号牛久土浦ＢＰつくば地区跨道橋下部工事」 

 

□ 概要（課題とその対策） 

工事１：交通量の多い道路の直下でガスや水道の埋設管や架空線もあるため、現場の状況を反映した施工計画

を検討する必要があった。 

工事２：鋼管杭と支持層となる地層との位置関係の確認や発注者との施工手順、施工方法の確認を目的として、

3D モデルを活用した VR 動画の作成を行った。 
工事３：周囲が交通量の多い道路のため事故防止でターゲットを使用せずに計測数を普段の 2倍程度（50箇所）

に変更して行った。 

 

□ 結果 

工事１：発注者に対して当初の施工計画の変更の必要性を VR の施工シミュレーションを行うことで、施工に

ついての理解を得ることができた。 

工事２：VR 動画を活用することで図面だけでは理解が難しい複雑な施工手順を発注者や作業員に対してわか

りやすく説明することができた。 
工事３：VR モデルを協力業者との施工検討会で使用することで、その場で資機材の配置を操作して効率的に検

討することが可能となり、視覚的にもわかりやすく作業員にも好評だった。 

 

＊１ 土木事業本部 技術設計第 2 グループ （執筆時の所属） 

図－1 合成モデル（工事１） 

図－2 点群合成モデル（工事１） 

図－3 3D モデル加工（工事２） 

図－4 VR 動画 

（3D モデル部分、工事２） 

図－5 点群計測状況（工事３） 

図－6 VR モデル 

（資機材配置操作、工事３） 
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写真－１ 竣工後の水族館                    写真－２ 施工状況         

 
 
□ 目的（工事概要） 

本工事（C 工事）は駅前の既存商業施設の 9 階、10 階のリニューアルとして水族館を新設したものである。日

本で初めての試みである。下階では店舗が営業を続けており、騒音、振動、漏水等、非常に配慮が必要であった。

また、駅前の既存施設に水槽など重量物を搬入するために既存鉄骨階段上に揚重機を設置するなど新築工事には

ない仮設が必要となった。竣工前から注目度も高く失敗の許されない工事であった。なお当初は 2019 年 8 月～

2020 年 3 月の工期であり、東京オリンピック前の 7 月初旬開館の予定であった。しかし他社施工の前工事である

A・B 工事が遅れ、本工事は 11 月中旬～2020 年 6 月末の工期で契約、工事開始となった。設計図の詳細図等が

ほとんどない状態で、設計者との打合せ、作図協力をしながら工事を進めていった。 

 

□ 概要（課題とその対策） 

鉄骨、水槽用のアクリルパネルなどの長物、重量物、大型材料、資材は既存のエレベーターを使用しての搬入を

することができないため、タワークレーンを外部階段最上部に設置し、天井にあるトップライトから搬入を行った。 

A 工事である他社から引き渡された当初はスケルトンの状態で、床には床材の接着剤や仕上げ材撤去によるはつ

り痕が残っていた。水族館ということで、床面を広範囲にわたって防水する必要があったが、防水の材料と接着剤の

付着が悪いため、まず、接着剤を除去するための研磨作業や防水下地の補修を行うところから作業を開始した。ここ

で問題となったのは、本工事エリアと同じフロアに学習塾があり、直下階にはスポーツジムなどの店舗が営業してい

たため、騒音や、防水などの臭気の発生する作業においては、営業時間をさけて作業する必要があった。 

 

□ 結果 

防水工法は FRP 防水が採用された。床だけではなく、電気基礎や設備基礎、鉄骨基礎、大型水槽、擬岩までと、

多くの範囲での施工となった。FRP 防水は作業中に臭気が多く発生してしまうため、夜間作業とした。 

アクリル水槽はアクリル板を搬入し現地で組立を行った。建込にはカニクレーンを使用しての作業となった。

カニクレーンは自重が 1.6t もあるため、構造上アウトリガを張り出す位置の検討が必要であった。解決方法とし

ては、スラブ下の梁の位置をスラブに出し、その位置に張り出すことにより、荷重を梁で受けることで解決した。 
 

＊１ 東京本店建築部工事課  ＊２ 東京本店建築部品質管理室  （執筆時の所属） 
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